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ＷＴＯ体制下に入るベトナム農業

〔要　　　旨〕

１　ベトナム経済は1976年の南北統一後停滞に陥ったが，86年にドイモイ（刷新）政策が打

ち出された後は，市場経済方式を導入しつつ，順調な成長を遂げてきた。悲願としてきた

ＷＴＯ加盟も，本年内の実現が確実になっている。

２　ベトナムの農業は，ドイモイ政策導入以後，集団制から個別経営へと転換し，水利や品

種の改良，肥料・農薬の普及とあいまって，大きく発展してきた。その結果，米に加えコ

ーヒーなどいくつかの商品作物に関しては，世界市場における主要輸出国の地位を確保す

るに至っている。

３　しかし，ベトナムの農産物の競争力は，農村の過剰人口と貧困を背景とした低価格であ

ることによっており，品質は高くないものが多い。低品質であることの背景には，品種・

技術の遅れに加え，流通機構の未整備など，総体的な各分野での立ち遅れがある。ＷＴＯ

への加盟は，外国農産物との競争が激しくなることにより，このような問題の解決を強く

迫ることになる。

４　わが国とベトナムとの経済連携は，農業分野においては，重要な品目については配慮を

しつつ，ベトナム農業が抱えるこのような問題解決のための協力を組み合わせ，共存共栄

が図られる方向を追求すべきである。その中では，農協の育成も大きな課題である。
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ベトナム戦争がサイゴン陥落により終結

したのは，1975年４月30日であった。その

翌年７月にベトナム社会主義共和国が成立

して，今年でちょうど30年になる。

南北統一後のベトナムは，計画経済体制

の時代から刷新・自由化の時代へと大きな

変化を遂げ，近年はその力強い成長が注目

されるようになった。そして，念願であっ

たWTO加盟も本年中には実現することが

確実になっている。

こうした経過の中で，ベトナムの農業は

力強く変化してきたが，WTO加盟は，他

の経済部門と同様，ベトナム農業にとって，

チャンスであるとともに大きな課題解決を

も迫られる「諸刃の剣」になるとみられて

いる。そしてこのことは，わが国と

ASEAN諸国との経済のつながりが深まる

中で，わが国と東アジア諸国との連携のあ

り方にもさまざまな課題を投げかけている

ように思われる。

このような問題意識の下に，本稿では，

ベトナム農業の現状と課題を検討し，さら

に，わが国と東アジア諸国の連携のあり方

についても考察することとしたい。

ベトナム戦争終結後のベトナムは，東西

冷戦体制の中にあって，旧ソ連との密接な

関係の下で中央集権的な国家建設を進めた

が，一方では，ASEAN諸国との国交樹立

や77年の国連加盟など，西側諸国も含めた

国際社会との融和を目指す政策もとられて

きた。こうした流れは，ソ連崩壊と冷戦終

結により加速され，ベトナムは92年に

ASEANのオブザーバーとなり，95年には

ASEANに正式加盟し，同年，アメリカと

も国交を正常化した。

ベトナムの経済政策の経過をみると，南

北統一後は全面的な計画経済体制の建設が

進められたが，戦争で受けた深い傷からの

復興負担に加えカンボジア侵攻に伴う経済

制裁などもあり，厳しい経済運営が続いた。

そして，経済的よりどころであったソ連・

東欧諸国が衰退するとともに非効率な経済

体制の問題が深刻化する中で，部分的な自

由化政策が進められ，86年にはドイモイ

（刷新）政策が宣言されるに至った。

ドイモイ政策は，社会主義体制を維持し
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つつ，市場経済の導入や私有制・個人経営

の容認を打ち出し，幅広い分野で改革が実

施された。よく教育された安い豊富な労働

力と豊富な資源が結合され，その後のベト

ナム経済は変動の波はあるものの高い成長

を実現してきている。

ドイモイ政策の下で，ベトナムの貿易は

大きく拡大してきた（第１図）。輸出の内

訳をみると，95年においては，農林水産物

が全体の46.3％と大きな割合を占めていた

が，工業化の進展に伴い，04年には農林水

産物の比率は26.2％にまで低下している。

そしてベトナムは，自由な世界市場への

参入を目指して，通商自由化への志向を強

めてきた。96年にはAFTA（ASEAN自由貿

易地域），98年にはAPEC（アジア太平洋経

済協力会議）に加盟し，01年には米越通商

協定が発効して，以後アメリカとの貿易が

飛躍的に拡大している。また，ASEAN－

中国FTAのように，ASEANを通したFTA

への取組みも進められ，わが国との間では

それをさらに一歩進めて，二国間FTAを

視野に入れた共同検討が行われている。

このような地域あるいは二国間での経済

連携にとどまらず，ベトナムがより大きな

目標として掲げてきたのが，WTOへの加

盟である。それは，国内の市場や制度の改

革を必要とすることであり，そのためには

ドイモイ政策の徹底が求められるものであ

るが，WTOへの加盟は，自由な世界市場

への参入や投資の導入促進を通して，ベト

ナム経済のさらなる発展につながると期待

されているからである。

ベトナムのWTOへの加盟申請は95年１

月にさかのぼる。その後，WTOの加盟手

続に沿って取組みが行われ，同年１月には

作業部会が設置され，98年７月から05年９

月にわたって10回に及ぶ検討会合が組織さ

れた。WTO加盟にあたっては，作業部会

の場での多国間交渉と並んで，関心のある

加盟国との間で二国間交渉を行うこととな

っており，02年１月から28の加盟国との間

で二国間交渉が行われた。

二国間交渉では，アメリカとの交渉が最

も難航し，本年５月にようやく決着をみた。

交渉は広範囲の事項を対象としたが，最後

まで難航した繊維産業をめぐっては，ベト

ナム政府が投入を決定していた40億ドルの

支援をWTO加盟に伴い廃止することとな

った（一方，アメリカは繊維製品のクオータ

を廃止する）。さらに，ベトナムはWTO加

盟後12年間，「非市場経済国」の立場を受

け入れることで決着した。なお，中国の場

合は15年間とされている。WTOにおいて，
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非市場経済国に対しては，ア

ンチダンピング措置の発動が

容易にできることと定められ

ている。

この結果，WTO加盟に向け

た多国間交渉も順調な終結が

見込まれ，アメリカのブッシ

ュ大統領も参加して本（06）年

11月にハノイで開催される

APEC首脳会談前にWTOに加

盟したいとするベトナム政府

の熱望は，達成される見通しである。

ベトナムのマスコミによる，アメリカと

の二国間交渉妥結の報道は，困難な交渉を

経て世界市場に仲間入りする喜びに満ちた

ものであったが，その一方では，克服すべ

き課題も少なくないことを強調する報道も

増えている。ベトナムにとって，国内の

法・制度を広範囲に整備することが求めら

れるとともに，農業も含め，競争力のない

分野では，競争力を強化するか，撤退する

かの二者択一を迫られることになるからで

ある。

以下，ベトナムの農業に焦点をあてて見

ていくこととする。

（１） ベトナム農業の急速な発展

ａ　ドイモイ政策と農業

ベトナムの人口は8,100万人（03年）で，

ASEAN加盟10か国の中では，インドネシ

アについでフィリピンと並ぶ人口規模であ

る。近年，順調な経済成長を遂げたものの，

１人当たりGDPは486ドル（03年）とASEAN

加盟国中第７位で，中国の2.2分の１，日

本の69分の１と，なお低い水準にある。

03年現在，総人口の４分の３が農村に居

住しているが，GDPに占める農林水産業の

割合は21％にすぎず，農村の過剰人口と貧

しさが，このような所得水準の低さの背景

にある（第１表）。

しかし，90年と03年を比較すると，農作

物作付面積は1.4倍に，農業生産高（実質）

は2.1倍に増加している。

南北統一前の北ベトナムでは，農業合作

社による農業の集団化がすすめられ，特に，

生産手段を共有化し分配は労働に応じて行

う高級合作社が主流を占めていた。南北統

一後，このような集団化は南部にも導入さ

れたが，その結果はむしろ，生産意欲の減

退やそれまでの生産の仕組みの破壊などに

よる全般的な生産の停滞をもたらし，食料

不足の深刻化を招いた。

81年の生産請負制導入は，農業政策の大
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２　ベトナム農業の展開
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第1表　ベトナムの農業関係指標 

構
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きな転換の始まりとなった。これは，農業

生産を生産隊単位から個別の世帯単位に移

行させるものであり，この結果，農業生産

は拡大に転じた。生産請負制は，しかし，

完全な自由化には程遠いものであり，その

効果にも限界があった。そして，86年に打

ち出されたドイモイ政策の下で，農地の利

用権をより長期にわたって保障するなど，

抜本的な制度改革が積み重ねられ，自由な

市場を前提とした農業発展のための条件が

形づくられてきた。

ｂ　米生産の躍進

改革は，まず，米生産においてめざまし

い成果となって表れた。

第２表にみるとおり，米の作付面積，単

収ともに飛躍的に拡大し，00年の生産量は

85年の２倍に増加した。89年には137万ト

ンの米を輸出して世界を驚かせ，現在では

年間約400万トンを輸出する，世界ではタ

イに次ぐ第２位ないし第３位の米輸出国と

しての地歩を築いている。作付面積の拡大

は，水田面積自体の拡大と，水利の改良に

よる２・３毛作の普及によるものであり，

単収の拡大は，多収性品種の普及，肥料・

農薬の普及，水利の改良等によるものであ

った。また，これらを支えたのが，ドイモ

イ政策によって向上した農民の生産意欲で

あった。

米生産を地域別にみると（第３表），メコ

ンデルタと紅河デルタで合わせて総生産の

７割以上を占めている。これらの地域は，

作付面積でも大きな割合を占め，単収も高

い，米生産の中心地帯である。しかし，近

年は作付面積が横ばいないし減少傾向にあ

ることのほか，単収も，多収性品種の普及

一巡や集約的稲作の環境への負荷が強まっ

ていることを背景に今後大きな伸びは見込

めないことから，今後の米生産は停滞傾向
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資料　ベトナム統計総局, FAOSTAT  

第2表　米の生産および輸出の推移 
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第3表　米の生産推移 
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に推移するとみられている。

ｃ　その他作目の拡大と輸出

米以外の作物についてみても，急速な拡

大がみられる（第４表）。トウモロコシ，

野菜は所得の向上や畜産の発展の反映でも

あるが，コーヒー，ゴム，コショウ，カシ

ューナッツ，茶は輸出向けの商品生産発展

の結果である。この結果は各地の農業の姿

を変え，たとえば，未開発地域を広範囲に

抱えていた中部高原地域は，コーヒーの一

大産地へと変化した。第５表にみるとおり，

コーヒーをはじめとして最近15年間の農産

物輸出の拡大には顕著なものがあり，現在

ベトナムは，コーヒーはブラジルに次いで

世界第２位，天然ゴムはタイ，インドネシ

ア，マレーシアに次いで第４位，カシュー

ナッツはインドに次いで第２位，コショウ

は世界市場のシェアの50％を占める第１位

の輸出国となっている（04年，数量ベー

ス）。

畜産物は，豚肉と鶏肉が消費の中心で，

それぞれ生産が拡大してきている（第６

表）。乳製品および鶏肉は輸入への依存度

も高いが，豚肉はわずかではあるが輸出を

行うまでに拡大してきた。養豚経営は，従

来，米作に野菜（Vuong＝菜園），魚類養殖

（Ao＝池），畜産（Chuong＝家畜小屋）を組

み合わせた“VAC経営”と呼ばれる零細

な複合経営により行われてきたが，近年で

は，近代的な大規模養豚経営の発達もみら

れるようになった。

このように，ドイモイ政策の成果は，農

業の発展においてもめざましいものがある

が，それでもなお，すでに触れたとおり，

農村部の所得は低い。第７表は，政府の調

査による貧困世帯の割合を表したものであ

るが，農村部ではなお４分の１以上が貧困

世帯に含まれ，地域によっては過半の世帯

が貧困世帯となっている。
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（単位　百万ドル） 

カシューナッツ 
コーヒー 
コショウ 
ゴム 
茶 

資料　FAOSTAT

９０年 

第5表　商品作物の輸出推移 

１５ 
９２ 
１４ 
６６ 
２５ 

９５ 

３４ 
５９６ 
２５ 
１８８ 
１９ 

００ 

１９１ 
５００ 
１４６ 
２３１ 
７０ 

０４ 

４３６ 
６４１ 
１３４ 
５９７ 
９６ 

（単位　千ha，千頭，１００万羽） 

トウモロコシ 
野菜 
果樹 
茶 
コーヒー 
ゴ　ム 
コショウ 
カシューナッツ 
豚 
牛（水牛を含む） 
ニワトリ 

資料　ベトナム統計総局 ”Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ Ｙｅａｒ-
ｂｏｏｋ”    

（注）　野菜類の００年欄は９９年分。カシューナッ
ツの９０年欄は９２年分。 

９０年 ００ ０３ 

　第4表　米以外の主要作物作付面積と 
家畜飼養頭羽数　 

４３２ 
４２６ 
２８１ 
６０ 
１１９ 
２２２ 
９ 
７９ 

１２，２６１ 
６，１７１ 
１０７ 

７３０ 
６９２ 
５６５ 
８８ 
５６２ 
４１２ 
２８ 
１９６ 

２０，１９４ 
７，０２５ 
１９６ 

９１３ 
・・・ 
７２５ 
１１６ 
５１０ 
４４１ 
５１ 
２６２ 

２４，８８５ 
７，２２９ 
２５５ 

（単位　千トン） 

牛 
水牛 
羊 
豚 
鶏 
アヒル 
馬 
その他 

資料　第５表に同じ 

９５年 

第6表　食肉生産量の推移 

８３ 
９７ 
４ 

１，００７ 
１２４ 
５２ 
２ 
１５ 

００ 

９２ 
９２ 
５ 

１，４０９ 
２９６ 
７０ 
２ 
１６ 

０５ 

１２１ 
１０３ 
９ 

２，１００ 
３００ 
８８ 
２ 
１７ 



（２） ベトナム農業の光と陰

ベトナム農業は，世界の農産物市場にお

ける主要なプレーヤーとして注目されるま

でに発展してきたとはいえ，その内部には

大きな脆弱性も抱えている。ベトナムが

WTO体制の下に入る結果どのような変化

が生じるのか，注目されるところである。

ａ　価格と品質

ベトナムの農産物は，概して，価格競争

力はあるが，品質は低いものが多い。

米は，ＦＡＯＳＴＡＴにより04年の輸出単

価をみると，タイの270ドル／トンに対しベ

トナムは233ドル／トンと，大きな格差があ

る。

このような事情から，ベトナムの米の輸

出先は，東南アジア，中東，アフリカ諸国

が多く，開発途上国にとっては貴重な米の

輸入先となっている。

同様に，輸出向けの花形商品の一つであ

るコーヒーについても，価格が高いアラビ

農林金融2006・8
8 - 452

ここに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。

カ種を生産できる地域は条件面で限られて

おり，安いロブスタ種が大宗を占めてい

る。

また，熱帯果実や茶も輸出商品として期

待されているが，それぞれ，低品質である

が故の価格の安さに悩まされている。

ベトナムでは，低価格の原因としてブラ

ンドがないことを挙げ，ブランド作りに力

を入れる動きもあるが，問題はもっと根深

く，生産から流通に至る広範囲な面での改

善を通して，競争力の強化を図ることがで

きるかどうかが問われている。

なお，価格優位性を持たない品目もある。

養豚は，トウモロコシの国内価格が高いこ

とを背景に，価格競争力は強くない。また，

00年にいったん国内自給を達成した砂糖に

ついては，加工場の再編を通して製糖産業

の再建に取り組んでいるものの，サトウキ

ビの生産性が低いことや加工企業の効率の

低さから，最近は再び国内自給の維持が困

難になっている。

ｂ　品種と技術

ベトナム農産物の低価格の背景としてま

ず挙げられるのは，優秀な品種を生産・供

給する体制が未整備であることが挙げられ

る。すでに述べたとおり，米についてはそ

の努力が一定程度実を結んでいるが，果樹，

茶，野菜等では，極めて不十分な体制であ

る。養豚においても，在来種は混合種が多

く，消費者の好みに合わない脂身の多い肉

が生産されている。

また，栽培技術面でも，普及組織が未整

（単位　％） 

全国 

都市部 
農村部 

紅河デルタ 
北東部 
北西部 
北中部沿岸 
南中部沿岸 
中部高原 
南東部 
メコンデルタ 

資料　ベトナム統計総局 ”Ｌｉｖｉｎｇ Ｓｔａｎｄａｒｄ 
Ｓｕｒｖｅｙ ２００４”   

（注）　食料貧困基準は, １人１か月当たり収入が, 
農村部では２０万ＶＮＤ, 都市部では２６万ＶＮ
Ｄ。 

第7表　貧困世帯の割合 

６．９ 

３．３ 
８．１ 

４．６ 
９．４ 
２１．８ 
１２．２ 
７．６ 
１２．３ 
１．８ 
５．２ 

食料貧困基準 

２３．２ 

１３．７ 
２６．４ 

１８．５ 
２９．２ 
５１．９ 
３６．５ 
２７．１ 
３２．９ 
８．４ 
２０．１ 

政府貧困基準 



備であり，農民の間でも，市場のニーズに

合った農産物を生産するという意識が希薄

である。

ｃ　収穫後管理と流通機構

米の品質が低いことの理由としては，農

家段階での品種選定や施肥管理などの問題

に加え，収穫後の乾燥，小規模集荷業者が

介在する多段階の流通経路により，低品質

米が多く生み出されていることが挙げられ

る。このような流通機構は，よい米も悪い

米も混ざってしまうことにより，生産者の

品質向上意欲を削ぎ，さらに，市場が求め

る情報が生産者のところに届きにくくして

いる。市場経済体制に移行したにもかかわ

らず，それに合った流通機構が未整備であ

ることから，生産者段階にまで市場メカニ

ズムが働きにくくなっている。

野菜についての事例調査の結果をみる

と，ハノイにおける野菜小売業者の主な仕

入先は，夜間の卸売市場である。そして，

この市場での卸売業者の40～65％は生産者

自ら販売のために市場に来た人たちであ

る。卸売業者の80％以上は自転車やオート

バイに100kgから200kgの野菜を載せて，

運んでくる。こうした流通形態は，規模の

経済の発揮を妨げ，生産者と消費者間の情

報を遮断している。ベトナムでは，野菜生

産への農薬や肥料の過剰投与を指摘する声

があるが，有機・低農薬農法で作られた野

菜が信頼性を獲得するうえでも，このよう

な流通形態は阻害要因になっている。
（注１）

このような流通面の問題のもう一つの典

型は，豚肉である。ベトナムでの豚肉流通

に大きな役割を果たしているのは，スロー

ターと呼ばれる集荷・と
・
畜業者である。ス

ローターは近隣の村を回って豚を農家から

買い取り，多くの場合夜間に村の路上など

でと
・
畜して小売業者に販売する。一方では

国営の食肉加工・と
・
畜会社もあり，また近

年は大規模養豚業者の成長に合わせてより

近代的な流通チェーンも形成されつつある

が，全体の中ではまだ一部にとどまってお

り，と
・
畜場やコールドチェーンの整備，市

場制度の整備，食肉の安全性を担保する制

度面の手当て等は，畜産業の発展を図るう

えで大きな課題になっている。

（注１）P.Moustier ほか（2003）pp.68-78

ｄ　加工部門の遅れ

ベトナムの農業がさらに発展するうえで

の課題として，加工部門の確立が挙げられ

る。食品加工業の広範な発展がみられるタ

イと異なり，ベトナムでは，農産物加工産

業の発達が遅れている。ベトナム政府は，

WTO加盟やFTAにより，外国食品加工企

業の投資にも大きな期待を寄せているが，

すでに触れてきたような農業が抱える問題

を解決し，加工企業が求める品質・数量の

ものを安定的に供給できる体制を整える必

要がある。

ｅ　新しい農業の動き

―日本企業によるジャポニカ米生産にみる―

以上に挙げた困難を抱えつつも，ベトナ

ムにおいては，企業的あるいは協同組合的
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な農業経営など，新しい動きも芽吹きつつ

ある。

たとえば，メコンデルタにおいては，チ

ャンチャイと呼ばれる輸出指向型の大規模

農場の発達がみられる。その規模は，まだ

それほど大きなものは少ないといわれる

が，商業生産に対する南部の伝統を受けつ

ぎ，一層の発展が見込まれる。

またハノイ近郊では，2000年代に入り，

従来とは全く異なる生産方式による大規模

な養豚経営が急速に成長している地域がみ

られる。これらの養豚経営では，当初から

現代的な多頭飼育方式を取り入れ，カーギ

ル社等のコンサルティングを受けていると

ころもある。

02年に発生した中国から輸入した冷凍ほ

うれん草の残留農薬問題の後，ベトナムか

らの冷凍ほうれん草の輸入が急増してお

り，これは，ベトナム中部のダラット所在

の企業が手がけている。野菜では，ハノイ

近郊では，農家が共同して有機・減農薬栽

培に取り組み，輸出を行う協同組合的な動

きもみられる。

また，ダラットでは，大規模な花き栽培

会社が成長し，輸出に取り組んでいる。

ベトナムの農業は，さきに挙げたように，

品種，技術，流通インフラ等幅広い分野で

の改善・整備が求められているが，こうし

た条件が整った場合，ベトナムの農民は大

きな能力を発揮する潜在的な能力を持って

いるといえよう。このようなシステムを全

国的に整備することが困難であることが，

ベトナム農業が抱える根本的な悩みである

といえる。

以下では，このような困難から脱却した

例として，日本企業がベトナムで展開する

ジャポニカ米生産の事例を紹介する。

アンジメックス-キトク社は，日本の木

徳神糧（株）とアンザン省の国営会社アンジ

メックス社との合弁企業である。91年に設

立し，99年から本格的にジャポニカ米の生

産・輸出を行っている。アンザン省はカン

ボジアに近いメコン川流域に位置し，豊富

な水，安定した日照時間，気温等の面で，

稲作に適し，単収の高い地域である。

品種は，あきたこまちが主であるが，長

粒種ジャスミン米もオーダーに応じて生産

する。

農民と作付前に価格を取り決め，全量買

い取る契約栽培方式で，約600ha，400戸

（グループ契約を含む）の農家が参加してい

る。種籾は当社が提供，肥料・農薬は農家

の負担となる。

この事業の特徴は，濃密な営農指導の下

に，当社としての生産方式を徹底している

ことである。当社は，農学部卒業者を中心

とするベトナム人の栽培指導スタッフ10人

により，巡回指導を行っている。栽培方式

は完全に当社の指定する方法によってお

り，従来の直播ではなく手植えによる田植

え，中乾しを行う。当初は，ともすると密

植しがちになるのを厳格に指導し，当社指

導に従うことでよい結果が出るのをみて，

農家も積極的に指導を受け入れるようにな

ったという。このような栽培方式を徹底さ

せるため，希望が多くても一気に拡大せず，
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の農産物の競争力格差が，貿易自由化とと

もにどのような形で表れるか，注目される

ところである。

さらに，ベトナムはWTO加盟に伴い，

全般的な市場開放と諸制度の整備を行うこ

とになる。ここでは，二国間協議を終えた

アメリカとの間での合意内容をみてみる

（なお，物の貿易に関する二国間協議での合意

は，最恵国待遇の原則により，他の加盟国に

も適用される）。

アメリカとの合意は，工業製品，農産物，

サービス貿易に関する事項のほか，紛争解

決，国家貿易，補助金，非市場経済国地位，

知的財産権等幅広い分野を対象としている

が，農産物の関税引下げの内容は概略第９

表のとおりである。米国通商代表部によれ

ば，ベトナム農産物実行関税率は平均27％

であるが，この合意により，アメリカの農

産物の４分の３以上が15％以下の関税率を

適用されることとなる。
（注２）

こうして，WTO加盟と二国間・地域で

の貿易自由化は，畜産・酪農製品，果実，

野菜，砂糖など，競争力の弱い品目，さら

にはベトナム農業全体に対して，大きな課
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連坦する地域に徐々に契約田を拡大してき

ている。

当社は，年間処理能力25,000トンの高性

能の精米工場を備え，高品質な米を輸出し

ている。販売はASEAN地域および英国等

が主であり，日本食ブームを背景にニーズ

に応えられない状況であるという。

当社の事例は，このような一貫したシス

テムを導入すれば，教育が普及し勤勉なベ

トナム農民の能力が十分に発揮され，世界

市場で高い評価を受ける農産物を生産する

ことが可能であることを示している。

ｆ　市場開放とベトナム農業

ベトナムが96年に加盟したAFTAにおい

ては，08年までに自由貿易圏となることを

目指して，原加盟国と新規加盟国によりス

ケジュールの差はあるものの，域内関税率

を下げていくCEPTスキームを実施中であ

る。AFTAはまた，他の国・地域との間で

の自由化を進めており，中国との間でも

FTAを推進，04年１月から農水産品など

一部品目についてアーリーハーベストとし

て関税を引き下げた。

このような自由化は，ベトナム農業にと

って，プラスマイナス両方の影響をおよぼ

すものとみられる。

ここで，中国とベトナム・タイ間の野

菜・果実貿易について，アーリーハーベス

ト開始前後の変化をみると，全体的に中国

とタイの間での貿易が増加し，貿易収支面

でもベトナムと比較してタイに大きなメリ

ットが生じている（第８表）。ASEAN各国

（単位　千トン）

野
菜 

果
実 

ベトナム 

タ　　イ 

ベトナム 

タ　　イ 

輸出 
輸入 

輸出 
輸入 

輸出 
輸入 

輸出 
輸入 

  

２１６，７２１ 
４５４，２６６ 

５９，３６０ 
１，８７５，８１１ 

１９２，８７７ 
３０１，３４９ 

６９，４０５ 
１３５，３３６ 

０３年 （相手国） 

１９７，０７８ 
５２４，２６９ 

８２，１８０ 
２，７３４，９２９ 

２６０，１８５ 
２５８，３４２ 

７９，９１８ 
２６９，２８８ 

０４ 

△１９，６４２ 
７０，００３ 

２２，８２０ 
８５９，１１８ 

６７，３０８ 
△４３，００７ 

１０，５１３ 
１３３，９５１ 

増減 

資料　「中国海関統計年鑑」 

第8表　中国からみた貿易変化 
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題を投げかけるものとなろう。

（注２）米国通商代表部（06年５月31日）

わが国とASEANは，05年５月から，包

括的経済連携交渉を開始した。そしてベト

ナムとは，これとは独立した二国間FTA

の交渉開始にむけて，06年２月から共同検

討が開始されている。

農業については，WTO交渉におけると

同様に，わが国として守るべき重要品目は

守るという姿勢は当然に必要である。しか

し交渉が，個別品目をめぐる攻防に終わっ

てしまうとすれば，それは経済連携の本来

の目的から外れることになるの

ではないであろうか。

ベトナムは，農林水産業の比

重がまだ大きい国であるが，今

後の発展は，第２次・第３次産

業の成長にかかっている。そし

て農業部門としては，農村地域

の過剰労働力を新しい産業に移

転させつつ，技術，品種，イン

フラ等の改善を通して，より付

加価値の高い農業に脱皮するこ

とが課題である。すでに８千万

人を超えたベトナムの人口は，

2025年には１億人を超えると予

測されており（04年の国連人口予

測），経済成長に伴う所得水準の

向上は，ベトナム国内における

大きな市場を形成していくであ

ろう。それは，ベトナムの農産物自体にと

っての市場としても，大きなものとなる。

従って，わが国とベトナムの経済連携は，

可能なところから貿易・投資の自由化を進

めて相互のメリットを追求すると同時に，

さまざまな分野での協力を通して，ベトナ

ム農業の上に挙げたような方向での改善を

支援し，その結果として，相互の農業およ

び関連産業が共存共栄でき，食料の安全保

障も確保されるような方向を目指すべきで

ある。

そのためには，生産技術や流通インフラ

の整備，さらには食品加工分野まで，幅広

い協力がありうると思われるが，もう一つ

重要なものとしては，ベトナムにおける農

牛肉 

豚肉 

酪農製品 

果実 

ナッツ 

大豆製品 

加工食品 

綿・皮革 

穀物 

（品目） 

資料　米国通商代表部（０６年５月３１日）から作成 

第9表　米越二国間合意の主な内容（農産物関税） 

内臓 ： ２０％を１５％に。更に, ４年内に８％に引下げ 

骨なし牛肉 ： ５０％を４０％に。５年内に２２％に引下げ 

内臓 ： ２０％を１５％に。更に, ４年内に８％に引下げ 

主な豚肉・同製品 ： ５年内に関税を５０％引下げ 

ホエイ ： ２０％・３０％を５年内に１０％に引下げ 

チーズ ： ２０％を１９％に引下げ 

アイスクリーム ： ５年内に５０％を２０％に引下げ 

リンゴ, ブドウ, ナシ ： ４０％を２５％に, ５年内に１０％に引下げ 

チェリー ： ５年内に４０％から１０％に 

レーズン ： ４０％から２５％に。５年内に１３％に引下げ 

殻なしアーモンド・殻付クルミ ： ５年内に４０％から１０％に 

ピスタチオ, 殻付アーモンド ： ４０％から, それぞれ３， ５年内に 
１５％に 

主な加工食品について５０％以上の引下げとなる（フライドポ 
テト, ポテトチップス, ピーナツバター, チョコレート, クッキー,  
世的ペースト等。詳細は省略） 

大豆 ： ３年内に１５％を５％に引下げ 

大豆油 ： ５０％を３０％に。更に５年内に２０％に引下げ 

大豆粉 ： ５年内に３０％を８％に引下げ 

無関税に 

トウモロコシ, 麦 ： ５％に 

ベトナムの関税率引下げの内容 

３　日越経済連携と農業



協の育成が挙げられる。ベトナムには現在

約９千の農協がある。地域的には，北部に

多く，南部では，南北統一後進められた合

作社の失敗の記憶から，協同組合には消極

的な受け止め方が多い。北部の農協は，水

利が事業の柱であるが，組合の財務・体制

ともに極めて弱い。

しかし，ベトナムの農村は，村落社会の

結びつきが強く，例えば金融機関の貸出も，

集団的な規制が働いて貸し倒れは少ないと

いわれる。ベトナムの農業が世界の市場経

済にさらされる中で，解決すべき課題は広

範囲にわたっているが，一方財政面や

WTO協定上からは，国家による補助・支

援には限界がある。こうした状況の下では，

村落社会の結びつきを生かし，農民の自発

的な力を集める農協組織の育成は大きな力

になると思われる。わが国では，すでに

ＪＩＣＡ（国際協力機構）やＩＤＡＣＡ（アジア

農業協同組合振興機関）により，農協育成

への協力を行っているが，このような取組

みを更に強めることが必要である。

WTO加盟のためのベトナムとアメリカ

の二国間交渉は，ベトナム市場をにらんだ

アメリカの徹底した自由化要求が印象的で

あった。しかし，今後FTAをめぐり議論

が本格化するわが国とベトナムの経済連携

において，農業部門では，ここに挙げたよ

うな協力関係を発展させつつ，相互により

大きな果実が収穫できる姿を目指すべきで

あろう。
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